
                         

      
  

                 

 

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

さ
て
、
新
年
も
ス
タ
ー
ト
し
、

早
速
道
本
部
春
闘
討
論
集
会

が
開
か
れ
、
出
席
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

１
月
10
日
（
火
）
午
前
9
時

か
ら
、
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

124
単
組
、
総
勢
238
人
で
、
う

ち
女
性
組
合
員
21
人
で
あ
り

ま
し
た
。
檜
山
地
本
か
ら
は

2

単
組
1

総
支
部
計
7

人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
『
自
治
労
春
闘
方

針
と
公
務
員
制
度
改
革
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
』
と
題
し
、

自
治
労
本
部
森
本
正
宏
労
働

条
件
局
長
か
ら
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。
「
要
求
―
交
渉
―
妥

結
―
文
書
確
認
（
協
約
締
結
）
」

の
闘
争
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
現
在
公
平
委
員
会
に
職

員
団
体
登
録
を
し
て
い
な
い

組
合
は
、
速
や
か
に
登
録
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

公
平
委
員
会
に
登
録
さ
れ

て
い
る
と
、
新
制
度
移
行
時
に

自
動
的
に
認
証
労
働
組
合
へ

移
行
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
※
移
行
後
6
カ
月
以
内

に
再
申
請
必
要
。 

            

次
に
、
道
本
部
提
起
と
し
て
、

「
２
０
１
１
秋
季
闘
争
中
間

総
括
（
案
）
」
、
「
自
治
労
道

本
部
２
０
１
２
国
民
春
闘
方

針
（
案
）
」
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
、
特
に
春
闘
方
針
で
は
、 

自
律
的
労
使
関
係
制
度
を
見

据
え
、
当
局
へ
「
労
使
関
係
ル

ー
ル
に
関
す
る
基
本
要
求
書
」

を
提
出
し
、
「
確
認
書
」
も
し

く
は
「
協
定
書
」
を
取
り
交
わ

す
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

午
後
か
ら
は
、
月
刊
労
働
組

合
編
集
長
松
上
隆
明
氏
に
よ

る
基
調
講
演
『
春
闘
と
公
務
員

賃
金
の
こ
れ
か
ら
』
が
あ
り
ま

し
た
。
大
企
業
に
よ
る
内
部
留

保
が
５
０
０
兆
円
を
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
デ
フ
レ
ス
パ

イ
ラ
ル
が
生
じ
て
お
り
、
市
場

に
お
金
が
回
ら
ず
不
況
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
を

確
保
し
、
き
ち
ん
と
賃
金
水
準
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の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
、

こ
の
不
況
を
脱
却
す
る
た
め

の
、
今
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
と
の
提
言
で
し

た
。 

           

最
後
に
、
特
別
講
座
『
福
島

第
一
原
発
事
故
を
め
ぐ
る
地

域
労
働
者
の
実
態
』
と
題
し
て
、

連
合
福
島
事
務
局
長
今
泉
裕

氏
か
ら
講
演
が
あ
り
、
震
災
当

時
か
ら
現
在
ま
で
の
福
島
の

よ
う
す
に
つ
い
て
、
自
分
の
体

験
も
含
め
、
生
々
し
く
話
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

      

 

檜
山
地
本
管
内
単
組
の
中

で
最
後
に
大
会
を
開
く
こ
と

と
な
っ
た
今
金
町
職
で
、
去
る

12
月
20
日
（
火
）
定
期
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

大
会
に
は
、
組
合
員
総
数

102
人
の
う
ち
、
会
場
出
席
者

34
人
、
委
任
状
出
席
21
人
、

計
55
人
の
出
席
に
よ
り
、
大 

会
が
成
立
し
た
と
早
坂
議
長

か
ら
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

大
会
で
は
、
２
０
１
２
年
度

運
動
方
針
案
、
２
０
１
２
年
度

収
支
予
算
案
、
上
部
団
体
へ
の

役
員
派
遣
な
ど
に
つ
い
て
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
地
本
副
執
行
委

員
長
に
は
、
前
年
度
に
引
き
続 

                 
き
中
川
真ま

さ

希き

さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
選
出

に
つ
い
て
は
、
立
候
補
者
に
対

す
る
信
任
投
票
が
行
わ
れ
、
出

席
者
ほ
ぼ
全
員
の
賛
成
に
よ

り
新
役
員
（
四
役
は
全
員
留

任
）
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ 

 
 
ら
に
、
新
人
組
合
員
の
紹
介

も
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
活

動
に
頑
張
る
旨
の
抱
負
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
中
川
真
希
副
執

行
委
員
長
（
地
本
副
執
行
委

員
長
）
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
大
会
を
閉
じ
ま
し
た
。 

  

   
 

            

2
月
14
日
（
土
）
、
午
後
3

時
30
分
か
ら
、
総
会
に
先
立

ち
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

道
本
部
か
ら
組
織
拡
大
推

進
室
の
吉
田
雅
人
氏
を
、
自
治

労
共
済
道
支
部
か
ら
は
黒
坂

事
務
局
次
長
を
そ
れ
ぞ
れ
講

師
と
し
て
招
聘
し
、
吉
田
氏
か

ら
は
消
防
職
員
の
団
結
権
に 

つ
い
て
、
ま
た
黒
坂
事
務
局 

次
長
か
ら
は
自
治
労
共
済 

全
般
に
つ
い
て
の
講
話
が 

あ
り
ま
し
た
。 

 
 

学
習
会
終
了
後
、
函
館
地

方
ブ
ロ
ッ
ク
と
江
差
消
防

協
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議

案
な
ど
に
つ
い
て
は
す
べ

て
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

      

 

月刊労働組合編集長 松上隆明 氏 

 

冒頭あいさつする高橋委員長 

 
今金町職団結ガンバロー！！ 

 

 

総会の冒頭挨拶される田中議長 



                         

                         

                         

                         

                         

～ 

編 

集 

後 

記 

～ 

 

い
よ
い
よ
２
０
１
２
年
が
幕
開
け
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
人
事
院
勧
告
の
最
後
の
年
と
言
わ
れ
て
お

り
、
い
ろ
い
ろ
忙
し
く
な
る
年
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

10
日
に
道
本
部
春
闘
討
論
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
確
定
闘
争
で
は
決
着
で
き
な
か
っ
た
継
続
課
題
な

ど
、
闘
争
態
勢
を
確
立
し
、
交
渉
の
強
化
を
図
る
こ
と

や
、
ま
た
自
律
的
労
使
関
係
制
度
を
見
据
え
、
当
局
と

労
使
関
係
ル
ー
ル
（
労
使
合
意
に
基
づ
く
こ
と
、
事
前

協
議
制
の
確
立
）
に
関
す
る
基
本
事
項
に
つ
い
て
、
確

認
書
を
取
り
交
わ
す
こ
と
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

２
０
１
３
年
か
ら
、
こ
れ
ま
で
人
勧
準
拠
と
し
て
き

た
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
今
一
度
「
労
働
組

合
と
は
な
に
か
」
、「
自
治
労
と
は
な
に
か
」
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
問
い
直
し
、
組
合
の
基
盤
を
よ
り
強
固
な

も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
の
専
従
書
記
長
と
し
て
の
任
期
も
残
り
３

か
月
を
切
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ご
参
照
の
と
お
り

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
も
の
す
ご
く
び
っ
し
り
と
詰
ま
っ

て
お
り
、
相
変
わ
ら
ず
余
裕
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
面
す
る
今
次
の
春
闘
を
全
力
で
乗
り
切
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

（
佐
野
） 

檜山地方本部 当面のスケジュール 

（１月１６日現在） 

 １月２１日（土） 渡島・檜山地本合同２０１２春闘討論集会（函館市） 

          道本部臨時・非常勤等職員連絡会第３回幹事会（札幌市） 

衆議院議員おおさか誠二・道議会議員ふくはら賢孝 

２０１２新春の集い（江差町） 

２２日（日） 衆議院議員おおさか誠二・道議会議員ふくはら賢孝 

２０１２新春の集い（せたな町） 

２３日（月） 自治労共済道支部第２回事務担当者会議（札幌市） 

～２４日（火） 

２５日（水） 道本部第３回拡大闘争委員会（札幌市） 

２６日（木） 自治労本部第１４３回中央委員会（東京都）～２７日（金） 

   ２７日（金） 連合春季生活闘争檜山地域春闘討論集会（江差町） 

２８日（土） 道本部第３１回女性交流集会（札幌市） 

道本部福祉集会実行委員会（札幌市） 

衆議院議員おおさか誠二・道議会議員ふくはら賢孝 

          ２０１２年新春の集い（今金町） 

   ２９日（日） 道本部２０１２年度女性政治学習会（札幌市） 

第１１回道本部福祉集会（札幌市） 

２月 ３日（金） 第１１５回道本部中央委員会（札幌市） 

         高柳薫さんを労う集い（札幌市） 

   ４日（土） 道本部２０１２年度現業公企セミナー（札幌市）～５日（日） 

  １０日（金） ２０１２年度道本部「自治体財政セミナー」（札幌市） 

  １１日（土） 道本部町村連絡会議第２回幹事会（札幌市） 

１２日（日） 衆議院議員おおさか誠二２０１２年新春の集い（函館市） 

  １５日（水） １２春闘及び消防組織拡大及び自治労共済・全労済オルグ 

（～１７日、管内） 

  １７日（金） 道本部第１回自治研推進委員会（札幌市） 

  １８日（土） 道南医療第１８回定期総会（函館市） 

２４日（金） 第３３回全国町村職総決起集会（東京都） 


